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今月の閉庁土曜日は

1月8日と22日です
市民の皆様のご理解とこ・協力をお願いします
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大

市

長

制
川

田

桝

輿

大
洲
、
市
議
会
議
長

久

保

幸

新
年
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
本
年
も
市
政
全
般
に
わ
た
り
、

お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
何

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
振
り
返
る
と
昨
年
は
、
大
変
な
変

革
と
激
動
の
一
年
で
し
た
。
こ
と
に

国
政
に
お
い
て
は
、
予
想
も
し
な
か

っ
た
政
権
交
代
が
現
実
の
も
の
と
な

り
、
今
後
の
政
局
に
お
い
て
も
、
ま

だ
ま
だ
予
測
し
難
い
状
況
が
続
き
そ

う
で
す
。

わ
が
大
洲
市
に
お
い
て
は
、

!騒
案

春

占、
可?

にー

の

あ

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
年
を
・お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し

た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
市
政
発

展
の
た
め
に
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
わ
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
で
、
本
年
は
大
洲
市
に
と
り
ま

し
て
、
市
制
施
行
以
来
四
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

草
創
期
に
お
け
る
苦
難
の
時
代
を

乗
り
越
え
、
今
や
南
予
の
中
核
都
市

と
し
て
、
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
ま

で
し
た
地
方
拠
点
都
市
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
案
が
承
認
さ
れ
、
い
よ
い

よ
二
十
一
世
紀
の
高
速
交
通
時
代
に

向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
市
立
大
洲
病
院

の
移
転
改
築
工
事
の
着
工
や
、
十

三
年
ぶ
り
に
起
工
の
運
び
と
な

っ

た
駅
前
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

更
に
は
、
日
本
道
路
公
団
に
よ
る
高

速
道
路
建
設
へ
の
体
制
づ
く
り
な
ど

が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
働
く
場
所
を
確
保
す
る
た
め

の
卸
商
団
地
の
整
備
や
学
園
都
市
構

想
の
検
討
、
そ
し
て
福
祉
の
ま
ち
守つ

く
り
へ
の
更
な
る
事
業
展
開
と
、
多

さ
い
り
ま
し
た
四
十
年
の
歩
み
を
静
か

に
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
き
、
感
慨

ひ
と
し
お
の
も
の
を
覚
え
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
は

こ
れ
ら
先
輩
各
位
が
営
々
と
し
て
築

い
て
ま
い
ら
れ
ま
し
た
今
日
ま
で
の

基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
今
後
二
十
一

世
紀
を
目
指
し
て
の
新
し
い
歴
史
を

聞
い
て
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
は
、
か
つ
て

な
い
厳
し
い
局
面
に
お
か
れ
、
ま
た
、

方
面
に
わ
た
る
プ
ラ
ン
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
に
h

叩
け
る
「
水
」
の
問

題
は
普
遍
的
課
題
と
も
言
え
る
も
の
で
、

昨
年
も
度
重
な
る
被
害
に
あ

っ
た
水

害
被
災
地
区
へ
の
対
応
や
、
ダ
ム
の

建
設
・
分
水
問
題
は
、
極
め
て
重
大

な
テ

l
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
肱
川
の

水
質
を
改
善
し
、
快
適
環
境
を
つ
く

る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
公
共
下

水
道
事
業
も
今
、
急
ピ

ッ
チ
で
工
事

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
肱
川
の
水
を
守
り
、
活

か
し
て
い
く
た
め
に
大
切
な
の
は
、

何
よ
り
も
、
市
民
の
皆
様
の
情
熱
と

行
動
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
二
十
九
年
九
月

一
日
に
大
洲

市
が
発
足
し
て
、
本
年
で
四
十
周
年

進
行
す
る
高
齢
化
社
会
、
間
近
に
迫

っ
た
高
速
交
通
時
代
の
到
来
な
ど
、

本
市
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
な
変

化
を
遂
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
に
対
処

し
て
ま
い
り
ま
す
た
め
、
本
市
で
は

地
方
拠
点
都
市
の
整
備
を
は
じ
め
、

市
立
大
洲
病
院
の
移
転
改
築
事
業
、

上
水
道
第
四
次
拡
張
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
な
ど
、
新
し
い
都
市
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

一
方
、
農

林
業
や
商
工
業
の
振
興
、
福
祉
の
充

実
、
教
育
施
設
の
整
備
、
文
化
の
振

興
な
ど
、
豊
か
で
、
生
き
が
い
の
あ

る
大
洲
市
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま

す
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
記
念
し
て
諸
々
の
行
事
を
計
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機

に
、
本
市
が

一
層
発
展
し
ま
す
よ
う
、

市
議
会
を
始
め
と
す
る
各
方
面
の
お

知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
、
市
政
推
進

に
全
力
を
傾
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。明

日
の
豊
か
な
大
洲
市
を
創
造

す
る
た
め
、
四
万
市
民
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

後
こ
れ
ら
諸
施
策
の
推
進
に
更
に
力

を
尽
し
て
ま
い
り
、
も

っ
て
市
民
の

皆
様
の
負
託
に
お
応
え
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
本
年
も
変
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
臨
み
、
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



八
調
査
の
目
的

V
(学園都市 地区基本計画策定調査報告書¥

大洲地域・大学等高等教育機関設置推進セミナーノ

当
地
域
(
大
洲
・
喜
多
圏
域
)
は
、

県
下
有
数
の
農
業
、
観
光
都
市
と
し

て
発
展
を
と
げ
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
さ
ら
に
四
国
縦
貫
自
動
車
道
な
ど

の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
一
層
の
発
展
の

可
能
性
が
高
く
、
期
待
も
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
地
域
に
は
、

情
報
化
や
ハ
イ
テ
ク
化
、
国
際
化
の

進
展
と
と
も
に
文
化
面
の
豊
か
さ
へ

の
要
求
が
高
ま
り
、
学
習
と
教
育
機

大
洲
地
域
(
大
洲
・
喜
多
圏
域
)
で
の
大
学
な
ど
の
高

等
教
育
機
関
に
対
す
る
必
要
性
と
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
高

等
教
育
機
関
の
整
備
と
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
告

書
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
二
十
九
日
に
は

高
等
教
育
機
関
設
置
推
進
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、
市
民

と
行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
大
学
誘
致
に
向
け
て
行
動
す
る

決
意
表
明
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
の
充
実
に
対
す
る
要
請
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
農
業
の
低
迷
へ
の
対

応
、
住
民
の
高
齢
化
に
伴
う
社
会
福

祉
の
充
実
、
工
業
誘
致
・
観
光
開
発

の
推
進
な
ど
、
産
業
分
野
で
の
人
材

確
保
の
問
題
を
大
き
な
懸
案
と
し
て

抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
学
・
就

職
に
伴
う
若
年
層
の
地
域
か
ら
の
流

出
も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
当
地
域
の
問
題
に
応
え

る
た
め
に
は
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
の
誘
致
・
整
備
に
務
め
、
地

域
の
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
一

人
ひ
と
り
が
高
い
教
養
と
知
識
を
享

受
で
き
る
よ
う
な
学
習
機
会
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
基
盤
施

設
を
軸
と
す
る
地
域
の
研
究
、
学
習
、

文
化
活
動
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
な
ぜ
高
等
教
育
機
関
が

必
要
な
の
?
V

大
洲
地
域
の
高
校
生
は
七
校
あ
わ

せ
て
一
挙
年

一
千
人
弱
と
他
地
域
と

比
べ
て
少
数
で
す
が
こ
の
う
ち
、
高

卒
者
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
状

況
の
中
で
、
県
外
流
出
は
六
割
、
特

に
大
学
進
学
者
の
県
外
流
出
率
は
七

割
強
と
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
進
学
者
の
う
ち
、
自
宅
通
学

で
き
な
い
地
域
に
進
学
し
て
い
る
者

は
、
八
割
以
上
に
も
の
ぼ
っ
て
い
て
、

進
学
者
の
地
元
離
れ
や
、
家
計
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
れ
ば
、
八
割
の
親
が
自
宅

通
学
を
希
望
し
、
高
校
生
自
身
も
市

内
に
高
等
教
育
機
関
が
あ
れ
ば
、
進

学
先
と
し
て
考
慮
す
る
と
い
う
人
が

四
割
程
度
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
向

は
、
現
在
自
宅
通
学
可
能
な
地
域
に

進
学
し
て
い
る
人
が
極
め
て
少
な
い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
か
な
り
の
潜
在

需
要
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
教

育
関
係
者
、
商
工
関
係
者
、
医
療
関

係
者
、
な
ど
各
方
面
か
ら
、
高
等
教

育
機
関
の
設
置
に
対
す
る
要
請
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

八
大
洲
が
学
園
都
市
に

な
っ
た
な
ら
・

:
V

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
を
核

と
し
て
形
成
、
発
展
す
る
都
市
を

「学
園
都
市
」
と
よ
び
ま
す
。
高
等
教

育
機
関
が
都
市
機
能
の

一
部
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
は
都
市
機
能
の
主
要
な

特
徴
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
称
す

る
も
の
で
す
。
大
洲
が

こ
の
「
学
園

都
市
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
都
市
に

な
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。ま

ず
、

地
域
外
か
ら
高
等
教
育
機

関
の
職
員
や
そ
の
家
族
、

学
生
、
関

連
事
業
の
事
業
主
や
そ
の
家
族
、
従

業
員
な
ど
が
地
域
内
に
流
入
し
、
人

口
の
増
加
や
雇
用
機
会
の
増
加
が
見

込
め
、
各
方
面
で
地
域
内
定
着
効
果

が
望
め
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
高
等
教
育
機
関
の
設
置

は
か
な
り
大
規
模
な
事
業
で
あ
り
、

産
業
需
要
、
生
活
需
要
が
大
規
模
に

発
生
し
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
数
百
人
か
ら
数
千
人
に

の
ぼ
る
二
十
歳
前
後
の
若
者
層
が
地

域
に
定
住
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

意
識
や
文
化
面
に
若
者
の
考
え
方
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
影
響
が
現
わ
れ

4

司
こ
の
ま
ち
に
大
学
が
で
き
た
な
ら
と

題
し
て
の
作
文
募
集
が
行
わ
れ
、
大
洲

高
校
三
年
の
奥
野
充
子
さ
ん
が
最
優
秀

に
、
谷
岡
さ
お
り
さ
ん
、
須
田
千
代
さ

ん
が
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

る
で
し

ょ
う
。

ま
た
、

高
等
教
育
機

関
が
身
近
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
教
育
力
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

八
住
民
総
参
加
の
運
動
へ

V

十

一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

高
等
教
育
機
関
推
進
セ

ミ
ナ
ー
に

は
、
地
域
の
各
界
の
代
表
者
約
二
百

人
が
参
加
し
て
、
当
地
域
へ
の
大
学

な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て
熱
き
思
い
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
セ
ミ

ナ
ー
の
成
果
を
も
と
に
、
地
域
の
機

関
、
団
体
さ
ら
に
市
民
と
行
政
が

一

丸
と
な

っ
て
地
域
運
動
を
起
こ
し
、

大
学
誘
致
に
向
け
て
行
動
す
る
と
い

う
決
意
表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
洲
地
区
に
大
学
を
/
」
夢
の
よ

う
な
話
し
で
す
が
、
そ
れ
を
実
現
さ

せ
る
の
は
私
た
ち
市
民
の
粘
り
強
い

取
り
組
み
な
の
で
す
。
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昨
年
は
、
細
川
内
閣
誕
生
か
ら
、
異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
の
不

作
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

P
K
O問
題
、
そ
し
て
皇
太
子
徳
仁
親
王
の
ご

結
婚
と
目
ま
ぐ
る
し
い
一
年
で
し
た
。
大
洲
市
内
で
も
、
大
洲
道

路
、
ふ
れ
あ
い
南
通
り
の
全
線
開
通
や
、
地
方
拠
点
都
市
基
本
計

画
の
承
認
、
市
立
大
洲
病
院
、
大
洲
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
(
仮

称
)
の
起
工
と
様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介

し
な
が
ら
、
一
九
九
三
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

~ 

誠 一般国道56号;大方H道路開通

企国道56号大洲道路開通式(3 .25) 

ぷ、!l;返線Zb
い
ま
す
。

‘ふれあい南通り開通式(6 . 1 ) 

一
月

川
日

剣
道
大
会

同
日
成
人
式
・
寒
中
水
泳
大
会

円
日
ミ
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

二

月
7
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

同
日
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
指
定
を

受
け
る

白
日
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

白
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
大
会

三

月
3
日
三
月
定
例
市
議
会

(j
何
日
)

白
日
国
道
日
号
大
洲
道
路
開
通
式

加
日
観
光
さ
く
ら
ま
つ
り
開
幕

(1
4月
白
日
)

引
日
臥
龍
の
渡
し
運
航
開
始

四
月

7
日
稚
ア
ユ
放
流

旬
日
あ
い
わ
福
祉
作
業
所
オ
ー
プ
ン

白
日
田
合
遺
跡
現
地
説
明
会

自
白
つ
つ
じ
ま
つ
り
開
幕

(1
5月
刊
日
)

企成人式 (1.15) 

五

月
7
日
新
就
職
者
激
励
大
会

出
日
松
根
東
洋
城
句
碑
除
幕
式

初
日
大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る
連
絡

協
議
会
一
斉
清
掃

六

月
1
日
う
か
い
聞
き

1
日
大
洲
停
車
場
南
線

(ふ
れ
あ
い

南
通
り
)
開
通
式

六
月
定
例
市
議
会

(i
m日
)

ふ
れ
あ
い
農
業
交
流
集
会

企田合遺跡現地説明会(4 .25) 

ょ、パシ、

26 17 
日日



一
一

‘
ふ
れ
あ
い
農
業
交
流
集
会

(
6
・
お
)

V市内一斉清掃
(7.18) 

9九
日

月

一
般
県
道
坊
屋
敷
小
回
線
、
坊

屋
敷
橋
開
通
式

愛
媛
学
セ
ミ
ナ
ー
「
肱
川
と
く

ら
し
」
開
催

九
月
定
例
市
議
会

(i
m日
)

観
光
イ
モ
圏
オ
ー
プ
ン

ウ
の
感
謝
祭

学
ぶ
青
年
全
国
集
会
イ
ン
大
洲

(1
叩
月
2
日
)

企うかい聞き (6 . 1 ) 

11 
日

30 24 17 17 
日日日日

十

月
叩
日
市
民
運
動
会

円
日
大
洲
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)
起
工
式

白
日
四
国
縦
貫
自
動
車
道

(内
子

1

大
洲
)
幅
杭
打
ち
式

初
日
藤
樹
ま
つ
り
記
念
式
典

十
一
月

2
日
大
洲
ま
つ
り

(1
3日
)

7
日
ス
ポ
ー
ツ
祭

刊
日
合
同
追
悼
式

日
日
家
庭
づ
く
リ
実
践
セ
ミ
ナ
ー

叩
日
粉
石
け
ん
講
習
会

問
日
第
一
回
大
洲
国
際
セ
ミ
ナ
ー

19 
日

四
国
横
断
自
動
車
道
宇
和
!
大

洲
聞
に
施
行
命
令

福
祉
と
健
康
づ
く
り
市
民
の
っ

と
い

大
洲
地
域
大
学
等
高
等
教
育
機

関
設
置
推
進
セ
ミ
ナ
ー

十
二
月

5
日
ヤ
ク
ル
ト
野
球
教
室

8
日
十
二
月
定
例
市
議
会

(1
叩
日
)

21 
日

29 
日

V 大洲地域大学等高等教育機関設置推進セミナー(11.29)

七

月
1
日
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立

8
日
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点
都
市

基
本
計
画
承
認

問
日
郷
土
美
化
運
動
市
内
一
斉
清
掃

叩
日
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

引
日
水
天
宮
花
火
大
会

八

月
3
日
川
ま
つ
り
花
火
大
会

(1
4日
)

4
日
臨
時
市
議
会

6
日
観
光
な
し
園
オ
ー
プ
ン

8
日
い
か
だ
流
し
大
会

8
自
力
ヌ
|
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

竹
田
市
立
大
洲
病
院
移
転
改
築
工
事

起
工
式

夏
季
大
学
(講
師

・
藤
本
義
ご

臨
時
市
議
会

い
も
た
き
初
煮
会今後の大学誘致と地域振興を考える集い

大洲地域・大学等高等、数湾機‘関設置推進セミナー

5 



平成5年 4月1日

~平成5年9月30日

平成5年度

上半期財政状況を
大

洲

市

長

桝

田

お知らせします

一般会計予算執行状況

輿

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
本
市

財
政
状
況
及
び
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

146億6，277万円

44億7，513万円

5億5，861万円
1億7，486万円

3億2，319万円
1億4，227万円

亡コ予算額

密室ヨ執行額

I-z-3~%i1ll r 入

146億6，277万円

68億5，521万円

亡コ予算額

医函 執行額

10億4，924万円
1億5，412万円

占ZE豆五コ

6億1，801万円

6億1，801方円

7億9，442万円

31:意1，698万円

14億4，890万円

4億9，754万円

38億9，353万円

12億9，358万円

14億1，645万円

5億 952万円

18億5，277万円

8億9，053万円

33億2，566万円

4億9，573万円

20億4，201万円
2億6，611万円

3億6，154万円

1億3，073万円

1億6，499万円

8，000万円

31意6，000万円

1億1，146万円

8億7，754万円

1億 77万円

6 

市税と市民負担の現況

市 民 手見 固定資産税 市たばこ税 軽自動車税
aロh 

I頁

目 盤 ~ 壁手 島
計

金 額 9憶2，952万円 8億 737万円 8，262万円 5，152万円 18億7，103万円

1世帯当り 69，259円 60，157円 6，155円 3，839円 139，410円

1人当り 23，605円 20，503円 2，098円 1，308円 47，514円

構成比 49.7% 43.1% 4.4% 2.8% 100.0% 
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(公債費の状況) ( 一般会計性質別予算執行状況 ) 

区分 借入金 件数 現在高 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 106 54t意8，126万円 408，409円 139，196円

貸付金 一一ー その他
般 郵政省 49 24億5，295万円 182，769円 62，292円
i耳〉、

6，596万円 (l.5%) 2，836万円 (0.6%)
その他 73 38億 798万円 283，733円 96，703円

計
小 計 228 117億4，219万円 874，911円 298，191円

特
大蔵省 24 12億6，283万円 94，094円 32，069円

別 郵政省 38 7億9，756万円 59，426円 20，254円
i耳〉、

その他 11 3億7，625万円 28，034円 9，555円
計

小計 73 24億3，664万円 181，554円 61，878円

A口、 計 301 141億7，883万円 1，056，465円 360，069円

(市有財産の状況)

種 Bリ 面積等 金 客員

宅 地 538，428m' 29億4，029万円

山 中本 2，829，607m' 5，293万円

田 畑 118，191m' 1億9，095万円

雑種 地 59，041m' 3億4，920万円

建 物 179，664m' 138億9，275万円

立 木 61，140ば 3億4，979万円

財 政 調 整 基 金 15億4，631万円

国民健康保険財政調整基金 3億9，533万円

土 地 開 発 基 金 4億 640万円 工業用水道

その他特定目的基金 14億8，785万円 オて 道

出 資

i口L 

特 別会計

の 状 況

予算現額

収入済額

支出済額

差 ヲ|

交通傷害保障

同
922万円

929万円

836万円

93万円

金 1億1，356万円 国民宿舎

言十 39億4，945万円 病

国民健康保険

習を
26億 1，062万円

9億3，278万円

9i意、5，108万円
ζ斗 1，830万円

土地取得造成

1，295万円 1
612万円

0万円

612万円 、』

国保診療所 1

舗
2，899万円

495万円

1，133万円
よ込 638万円

住宅新築資金等
貸 付 事 業

身構¥
1i意8，492万円

2，451万円

1億 338万円

ム 7，887万円一

院

人件費
13億273万円
(29.1%) 

(事業会計の状況)

総 収 益 総費 用 当期純利益

405万円 165万円 240万円

2億3，303万円 H意、4，400万円 8，903万円

6，500万円 5，569万円 931万円

8i意6，340万円 8億7，708万円 ム 1，368万円

老人保健

31億4，356万円

12億4，049万円

13億 1，116万円

ム7，067万円

簡易水道

{em 
1i意4，598万円

2，292万円

3，291万円
L::， 999万円

公共下水道事業

農業集落排水

待漬，
1，759万円

188万円

585万円
どご込 397万円
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日
本
道
路
公
団
、
高
松
建
設
局
、

大
洲
工
事
事
務
所
は
平
成
四
年
七
月

一
日
に
大
洲
市
片
原
町
六
四
九
番
地

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
開
所
式
に
は

桝
田
市
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
八
十

名
が
出
席
し
て
い
た
だ
き
無
事
開
所

式
を
開
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
大
洲

工
事
事
務
所
に
掲
げ
て
あ
る
看
板
は

桝
田
市
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
揮
蒙

し
で
頂
い
た
も
の
で
す
。

業
務
内
容
は
南
予
地
区
の
高
速
道

路
の
建
設
で
あ
り
、
担
当
区
間
は
喜

多
郡
内
子
町
か
ら
大
洲
市
間
十
七
・

六
回
と
東
宇
和
郡
宇
和
町
か
ら
大
洲

市
間
十
六

・
四
回
、
計
三
十
四
回
に

な
り
ま
す
。

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
う
ち
、
東
予

で
は
既
に
開
通
し
中
予
で
は
西
条
工

事
事
務
所
、

松
山
工
事
事

務
所
に
お
い

て
工
事
の
最

盛
期
で
あ
り
、

平
成
六
年
度

に
は
温
泉
郡

川
内
町
ま
で

の
開
通
が
予

定
さ
れ
更
に

高
速
道
路
の

西
進
南
進
へ

の
期
待
も
高

ま

っ
て
い
ま

す
。大

洲
工
事

事
務
所
の
計

画
路
線
は
国

道
五
十
六
号
線
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
急
峻

な
山
地
部
を
通
過
し
ま
す
の
で
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
等
の
多
い
路
線
と
な
り
ま

す
。
通
過
市
町
は
北
か
ら
内
子
町
、

五
十
崎
町
、
大
洲
市
、
宇
和
町
の

一

市
三
町
で
す
。

大
洲
工
事
事
務
所
担
当
区
間
の
う

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
程
こ
の
紙
面
を
か
り
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
く
通
行
料
金
に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

(日本道路公団)

大洲工事事務所

J
Hの
事
業
・
予
算

c支

J
H
で
は
高

速
道
路
及
び

一

般
有
料
道
路
の

新
設
、
改
築
、

維
持
、
修
繕
そ

の
他
の
管
理
を

行
な

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に

も
有
料
自
動
車

駐
車
場
。
高
速

道
路
に
お
け
る

休
憩
所
、
給
油

所
、
そ
の
他
施
設
。
高
速
道
路
関
連

施
設

(
ト
ラ

ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
ト

レ
ー
ラ
ー
ャ
l
ド
)
の
建
設
及
び
管

理
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
設
及
び
管
理
を
行
う

た
め
に
は
膨
大
な
資
金
が
必
要
で
す
。

J
H
で
は
固
か
ら
の
出
資
金
や
補
助

金
の
他
に
道
路
債
券
を
発
行
し
て
国

が
管
理
し
て
い
る
資
金

(財
投
資
金
)

を
借
り
入
れ
た
り
、
ま
た
民
間
の
金

融
機
関
か
ら
直
接
借
り
入
れ
を
し
、

事
業
運
営
の
た
め
の
資
金
の
調
達
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
借
入

金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
子
を
含
め

一
定
の
期
間
内
に
返
済
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
返
済
は
有
料

道
路
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
か
ら
い

た‘

ち
、
内
子

1
大
洲
聞
は
平
成
三
年
十

一
月
に
事
業
認
可
を
受
け
、

三
年
十
二

月
に
路
線
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
四
年
四
月
に
伊
予
1
大
洲
聞
の
中

心
杭
の
打
設
を
行
い
、
幅
杭

(高
速

道
路
及
び
道
路
水
路
等
に
必
要
な
道

路
用
地
の
幅
)
を
決
め
る
為
の
測
量
、

設
計
を
行
い
地
元
の
皆
様
と
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
皆
様
方
の

了
解
を
得
、
五
年
十
月
に
幅
杭
打
設

式
を
大
洲
市
新
谷
地
区
に
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
幅
杭
打
設
後

は
、
丈
量
測
量
(
土
地
の
境
界
確
認

を
行
い
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
地

積
等
を
確
定
)
、
用
地
交
渉
等
を
経

て
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

大
洲
工
事
事
務
所
が
発
足
し
ま
し

て

一
年
余
り
た
ち
ま
し
た
が
、
こ
の

間
大
洲
市
の
イ
ベ
ン
ト

(
八
月
の
い

か
だ
流
し
、
十

一
月
の
大
洲
祭
り
)

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々

J
H
大
洲
工
事
事
務
所
職
員

一

同
地
元
の
皆
様
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し

一
日
も
早
い
開
通
を
目
指

し
て
仕
事
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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中

中
国
漸
江
省
人
民
政
府
の
招
請
を

受
け
て
、
十
月
十
八
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
、
大
洲
市
か
ら
桝
田
市
長
を

団
長
と
し
で
六
人
が
中
国
を
訪
問
し

ま
し
た
。

お
も
な
訪
問
地
は
、
湘
江
省
の
杭

州
、
余
挑
、
紹
興
と
上
海
で
し
た
。

私
た
ち
の

一
行
は
、
ど
こ
へ
行

つ
で

も
『
日
本
大
洲
市
文
化
学
術
団
』
と

し
て
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

お
と
な
り
の
圏

中
国
と
日
本
は
昔
か
ら
大
変
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
は

大
陸
の
文
化
を
と
り
入
れ
な
が
ら
国

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昔
は
中
国
へ
渡
る
の
は
大
変
な
難

行
苦
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
遣
唐
使
な

ど
の
記
録
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。
片

道
に

一
ヶ
月
以
上
も
か
か
り
、
し
か

も
途
中
で
難
破
し
て
海
底
の
も
く
ず

と
な

っ
て
消
え
て
し
ま

っ
た
人
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

A
7
で
は
と
て
も
便
利
に
な
り
、
飛

教

育

長

稲

積

拘

裏

問

の

旅

行
機
で
す
と
大
阪
か
ら
上
海
ま
で
二

時
間
た
ら
ず
で
行
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

中
国
か
ら
の
招
待

大
洲
で
青
少
年
期
を
過
ご
さ
れ
た

中
江
藤
樹
先
生
は
、

三
十
三
歳
の
時

に
初
め
て
陽
明
学
を
学
び、

や
が
て

日
本
に
お
け
る
陽
明
学
の
祖
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
陽
明
学
は
中
国
の
王
陽
明
と

い
う
学
者
が
聞
い
た
学
問
で
し
た
。

王
陽
明
先
生
は
十
六
世
紀
初
頭
に
活

躍
さ
れ
た
人
で
、
出
身
地
は
漸
江
省

の
余
挑
、
先
生
の
お
墓
は
紹
興
に
残

っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
三
百
数
十
年
の
昔
、

大
洲

と
中
国
は
学
問
の
世
界
を
通
じ
て
深

い
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
の
で
す
。

こ
の
度
湘
江
省
社
会
科
学
院
長
王

鳳
賢
先
生
(
陽
明
学
者
)
の
お
招
き

に
よ
り
、
王
陽
明
先
生
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

v王鳳賢先生を囲んで企紹興市にて

近
代
化
の
進
む
国

中
国
の
ど
こ
の
都
市
へ
行

つ
で
も

人
の
波
で
い

っ
ぱ
い
で
、
し
か
も
古

い
中
国
と
新
し
い
中
国
が
雑
然
と
同

居
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し

た
。
広
い
道
路
に
は
人
と
車
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。
天
秤
棒
を
か
つ
い
で

い
る
人
、
大
八
車
を
ひ
い
て
い
る
人
、

自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
、
耕
運
機
、
輪

タ
ク
、
ト
ラ
ッ
ク
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
行
き
交
い
活
気

に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

中
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
住
宅
、

道
路
、
工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
建
設
が
完
成

し
た
暁
に
は
ど
れ
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

国
に
な

っ
て
い
く
の
か
は
か
り
知

れ
な
い
底
力
を
秘
め
て
い
る
国
と
い

う
印
象
を
深
く
し
ま
し
た
。
中
国
の

人
々
は
「
今
は
日
本
に
遅
れ
て
い
る

が
、
や
が
て
日
本
に
追
い
つ
き
追
い

越
す
」
と
い
う
自
信
を
も

っ
て
園
、
つ

く
り
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

礼
譲
の
厚
い
国

私
た
ち
の
一
行
は
国
賓
と
し
て
遇

さ
れ
、
中
国
滞
在
の
間
政
府
派
遣
の

随
員
が
二
人
つ
い
て
い
で
、
な
に
く

れ
と
な
く
世
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
の
人
す
べ
て
が
心
を
こ
め
て

応
待
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
上
海
空

港
ま
で
見
送

っ
て
く
れ
た
随
員
は
、

空
港
入
口
で
別
れ
て
か
ら
塔
乗
手
続

き
が
終
わ
っ
て
飛
び
立
つ
ま
で
一
時

間
以
上
も
待
っ
て
い
て
く
れ
て
最
後

の
見
送
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

企西湖のほとりに開けた杭州市
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保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

福
祉
事
務
所

一
月
五
日

1
二
十
一
日

平
成
六
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し

込
み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

{受
付
期
間
】

一
月
五
日
(
水

)
1

一
月
二
十

一
日

(
金
)

{
受
付
場
所
}

各
保
育
所
又
は
大
洲
市
福
祉
事
務

所
{
保
育
所
入
所
の
条
件
}

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な

入所募集保育所及び面接調査日程表

入所 募集保育所 面接日時

保育所名 定員 所 在 1色 電話番号 日 H翠 H寺 間

大洲保育所 90 大洲709-1 24-2919 l 火 9:30~12:00 

喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 2 水 9:30~ 14:00 

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-2 25-5163 3 木 9:30~15:00 

新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 4 金 9:30~ 1 5:00 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 7 月 14 : 00~15 :30 

粟 津保育所 60 八多喜田T甲1253 26-0220 8 火 9:30~12:00 

三 善保育所 53 春賀甲1182 26-0162 8 火 13:30~15 :30 

南久米保育所 45 北只411 24-3754 9 水 13: 30~ 15: 30 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 l 火 14:00~15 :30 

大成保育所 35 森山甲708-2 27-0706 9 水 1 0:00~ 1 2:00 

*肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 7 月 9:30~12:00 

肱北保育所 90 東大洲85-1 24-3188 10 木 9 : 30~ 14:00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 14 月 9:30~ 1 5:00 

* (福) 60 田口字白方甲2530-1 24-4418 15 火 9:30~12:00 
大洲乳児保育所

* (福) 60 五郎甲45 23-4478 15 火 1 3:30~ 1 5:30 
五 郎保育園

い
場
合
で
す
。

マ
畳
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業
な

ど
)

マ
産
前
、
産
後
三
ヵ
月
以
内
で
あ
る

場
合

マ
疾
病
、
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合

マ
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

マ
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る

な
ど
の
場
合

(面接はいずれも平成 6年 2月)

【
申
込
方
法
}

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入
所

申
請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
)
。

O
給
与
所
得
者
は
、
平
成
五
年
分
源

泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

O
パ

l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る

人
は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

O
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従
事

証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

O
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書

O
平
成
五
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
五
年
度
市
区
町
村

*は、乳児 (0歳児)受け入れ保育所注)

民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
と
の
区

別
が
つ
く
も
の
)
の
課
税
証
明
書
(課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
)
。

{
入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
}

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所

希
望
保
育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、
三
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

{
保
育
料
}

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額

を
保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各

幼
稚
園
児
を

~ 

/
 

募
集
し
ま
す

平
成
六
年
度
の
大
洲
市
立
幼
稚
園

の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

{
入
園
資
格
}

①
大
洲
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

②
満
四
歳
児
及
び
満
五
歳
児
。

10 

家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
の
課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に

応
じ
で
保
育
料
は
遠
い
ま
す
。

{
そ
の
他
}

O
両
親
が
、
共
に
家
庭
外
労
働
で
、

ほ
か
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

は
、
午
後
六
時
ま
で
保
育
し
ま
す
。

O
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
1

教育委員会

-
満
四
歳
平
成
元
年
四
月
二
日

1

平
成
二
年
四
月

一
日
の
聞
に
生
ま

れ
た
人
。

-
満
五
歳
児

昭

和

六

十

三
年
四
月

一一
日

1
平
成
元
年
四
月

一
日
の
聞

に
生
ま
れ
た
人
。

{
入
国
手
続
}

入
園
願
書
を
一
月
二
十
日

1
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
、
各
幼
稚
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
国
願
書
な
ど

は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

O
大
洲
幼
稚
園

(
定
員
七
十
人
)

宮
⑫
3
5
6
5

0
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
四
十
人
)

宮
⑫
2
2
6
6

0
久
米
幼
稚
園
(
定
員
七
十
人
)

宮

(
ω
2
7
9
6

0
平
野
幼
稚
園
(
定
員
七
十
人
)

宮
⑫
2
8
8
9



主
婦
(東
大
洲
)

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
面
的
な

価
値
を
持
っ
た
農
林
業
に
対
し
て
、

行
政
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
所
得
保
障

を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
自
然
の

ダ
ム
効
果
を
持
つ
山
林
や
保
水
、
洪

水
防
止
の
田
畑
に
対
し
て
、
国
内
外

で
直
接
所
得
保
障
制
度
が
施
行
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

大
洲
の
様
な
中
山
間
地
域
の
条
件
不

利
地
域
で
は
必
要
な
行
政
制
度
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
政
も
こ
れ
ま

で
の
農
業
政
策
を
見
直
し
、
農
家
の

借
入
金
を
減
ら
す
工
夫
や
、
農
家
に

休
日
を
増
や
す
工
夫
に
よ
っ
て
、
働

き
に
見
合
う
だ
け
の
収
入
と
休
日
の

実
施
を
図
り
、
若
い
人
達
が
農
業
に

打
ち
込
め
る
態
勢
づ
く
り
を
、
生
産

者
だ
け
で
な
く
行
政
も
消
費
者
も
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

市
政
モ
ニ

タ
ー
か
ら
の
提
言
三
十
八
歳

|
農
業
を
も
っ
と
身
近
で
安
定
し
た
も
の
に

l

(回
答

農
林
振
興
課
)

凶
作
、
自
由
化
問
題
な
ど
、
今
年

程
農
業
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
た
年

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
直
接
農
業
に
関
わ
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を
持

つ
親
と
し
で
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い

く
子
ど
も
達
に
は
、
ど
こ
で
収
穫
さ

れ
た
の
か
、
ど
ん
な
農
薬
が
使
わ
れ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
は
食
べ
さ

せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

A
7
す
ぐ
に
影

響
が
出
な
く
て
も
、
体
内
に
蓄
積
さ

れ
た
も
の
が
ど
ん
な
結
果
に
な
る
の

か
不
安
で
す
。
時
々
生
産
者
の
写
真

入
り
商
品
を
目
に
し
ま
す
が
、
消
費

者
と
し
て
そ
う
い
う
商
品
を
見
る
と

農
業
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
、
大
洲
市

の
農
政
に
も
利
用
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
圏
内
の
大
き
な
都
市
と

姉
妹
都
市
を
結
ん
で
積
極
的
に
農
産

物
を
出
荷
す
る
な
ど
、
消
費
者
と
生

産
者
を
身
近
に
し
て
、
農
業
に
つ
い

て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
れ

程
大
切
な
農
林
業
が
、
後
継
者
不
足

に
悩
む
な
ど
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
工
業
の
論

理
ば
か
り
を
重
視
し
て
、
農
林
業
の

真
の
価
値
を
見
失
な
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
消
費
者
と
呼
ば
れ
る
私

達
も
、
こ
の
凶
作
の
年
に
も
う
一
度

農
林
業
の
も
つ
多
面
的
な
価
値
を
考

え
直
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
消
費
者
が
多
数
訪
れ
、
味
の
よ
い
こ
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
農
村
の
も
つ

ざ
い
ま
し
た
。
最
近
の
農
業
を
と
り
と
と
、
直
接
生
産
者
と
会
話
が
で
き
多
面
的
な
役
割
り
が
引
き
出
せ
る
よ

ま
く
環
境
は
、
食
生
活
の
向
上
な
ど
る
ご
と
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
う
に
、
農
家
、
農
業
団
体
、
行
政
が

の
変
化
に
伴
い
、
食
糧
消
費
の
多
様
東
大
洲
の
国
道
五
十
六
号
線
沿
い
で
連
携
し
て
、
活
力
の
あ
る
農
家
の

化
、
高
級
化
が

一
層
浸
透
し
て
い
く
聞
か
れ
て
い
る
朝
霧
市
も
、
新
鮮
な
育
成
、

足
腰
の
強
い
農
業
の
確
立
、

な
か
で
、
高
品
質
、
本
物
、
安
全
志
野
菜
を
直
接
消
費
者
に
供
給
し
て
い
後
継
者
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

向
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
る
注
目
す
べ
き
方
法
で
す
。
今
後
と
て
い
ま
す
。
特
に
、
後
継
者
問
題
は

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
消
費
者
ニ

l
ズ
も
消
費
者
の
健
康
を
重
視
し
た
農
業
深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
都
会
の
女
性

に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
共
版
、
の
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化
を
図
つ
に
農
業
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

産
直
及
び
地
元
市
場
体
制
を
整
え
、
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
青
年
農
業
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し

新
鮮
で
安
全
な
農
畜
産
物
を
安
く
消
ま
た
、
人
口
の
都
市
圏
集
中
化
が
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
冷

費
者
に
お
届
け
で
き
る
生
産
者
と
の
進
む
な
か
で
、
農
業
労
働
者
が
減
少
夏
、
長
雨
に
よ
り
農
産
物
は
大
打
撃

心
の
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
ご
し
、
農
村
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
を
受
け
ま
し
た
。
行
政
の
今
後
の
取
勾

提
言
の
と
お
り
大
切
な
こ
と
だ
と
考
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

「物
」
か
り
組
み
は
、
農
家
の
生
産
意
欲
が
な

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
態
と
し
て
、
ら

「心
」
へ
の
真
の
豊
か
さ
が
求
め
く
な
ら
な
い
よ
う
に
措
置
し
、
農
家

上
須
戒
の
観
光
梨
園
、
い
も
園
で
は
、
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
所
得
の
確
保
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め

毎
年
収
穫
期
に
な
る
と
市
内
外
か
ら
の
こ
と
を
背
景
に
、
食
糧
生
産
や
自
て
ま
い
り
ま
す
。

大
洲
市
と
大
洲
市
観
光
協
会
で
は
、

観
光
大
洲
を

P

R
す
る
'
総
合
観
光

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
国
際

化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
英
文

の
説
明
文
が
入
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
春
夏
秋
冬
の
大
洲
の
景
色
、

特
産
品
や
伝
統
行
事
の
紹
介
な
ど
充

実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薄ま省農
fHD!f 

平
野
地
区
の

う
ン
ポ
ル
マ
l
つ
斤

決
定
レ
ま
レ
だ

平
野
公
民
館
で
は
六
月
か
ら
地
区

内
で
シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク
の
募
集
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ご
覧
の
よ
う

な
シ
ン
ボ
ル
マ

1
ク
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、

平
地
の
成
見
知
佐
子
さ
ん
(
四
歳
)

で
す
。
平
野
の
人
々
の
温
か
な
丸
い

心
か
ら
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
道
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
デ
ザ
イ
ン

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
(
色
は
緑
)

企新しい観光パンフレット
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企大 名行列企おまつり村風景

S開催さ

展花企菊

今年の大)yrlrlまつりは11月 2日か

ら開幕し、おまつり村をはじめ、

市民音楽祭、文化展、菊花展、大

名行列、羅漢ばやしなどいろいろ

な催しでにぎわいました。

き
一

書
ナ

落
一

た
コ

し場登斗
川
4

4
A
1
 

UJ つ
土
小お企

制
解
放
の
日
を
め
ざ
し
て

制
「
対
象
地
区
に
嫁
い
で
」

制

ー

前

号

の

つ

づ

き

|

的
父
と
は
、
す
ぐ
近
く
に
い
て
、

一

，ふ

ね

ん

い

じ

よ

う

め

例
年
以
上
も
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

'J・

い

ま

お

?
と

ゼ

t
じ

っ

こ

ニ

ろ

…
ー
い
で
も
、
今
で
は
、
夫
の
誠
実
な
心

，

し

た

ひ

と

が

ら

い

え

も

の

…
に
い
と
親
し
み
ゃ
す
い
人
柄
に
、
家
の
者

，二、

し

ん

ぜ

き

し

た

こ
う
さ
い

ー
…
や
親
戚
と
も
、
親
し
く
交
際
し
て
お

ー
…
り
ま
す
。

'

J

-

a

eM~

ι
 

日
じ
い
父
は
、
こ
の
間
、
亡
く
な
り
，ま
し

'
j

に
掬令

い

ん

ち

吻

今

み

刊

か

い
ち

岬
た
。
父
の
入
院
中
に
は
、

三
日
に

一

，

ど

と

る

あ

ず

ふ

た

り

U

W

渡
は
、

汗
供
を
預
け
て
、

二
人
で
病

ー
…
院
ま
で
通
い
ま
し
た
。
父
は
、
今
ま

?

t
zし

Z

前
で
、
私
た
ち
に
話
し
た
が
ら
な
か

っ

り
た
之
と
や
、
昔
の
こ
と
な
ど
を
夫
に

，一

&
a
こ

え

は

Z

わ

ら

か

み

だ

う

…
大
声
で
話
し
、
笑

っ
た
り
、
涙
を
浮

日
か
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

，F

さ

い

ご

み

て

州
最
後
の
父
を
見
た
の
は
、
夫
の
手

一-

t
M
3

よ
し
ゐ

掛
を
握
り
、
「
良
夫
・
・

・
良
夫
・

。
」

v

t

t

す
副
た

耐
と
何
か
言
い
た
げ
に
し
て
い
る
姿
で

，

よ
わ
よ
わ

W

し
た
。
弱
々
し
い
よ
う
す
の
中
で
も
、

亡、

げ

ん

告

と

き

ひ

か

w

目
だ
け
は
、
元
気
な
時
の
ま
ま
光

つ

献
で
い
ま
し
た
。

千

み

み

ー
…
そ
し
て
、
私
が
耳
の
そ
ば
で
、

ι
…

「

父

ち

ゃ
ん、

ミ
ス
ズ
よ
。

」

w

と
言
う
と
、

w

h
n
ス
ぷ
か
、
ミ
ス
ズ
か
。

」

ー
…
と
何
回
も
呼
び
ま
し
た
。

制

き

っ
と
、
私
た
ち
の
結
婚
を
許
さ

，
い
な
か

っ
た
こ
と
が
気
に
な

っ
た
の
で

#
し
ょ
P

フ
。

，

た
の

制
「
ミ
ス
ズ
を
頼
む
。

」

州
と
、
そ
う
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
。

ヤ

む

す

め

と

え

〈

前
父
は
、
娘
が
ど
ん
な
所
で
暮
ら
し

No.183 

12 

パ
人
権
と
同
和
教
育

1--"'"" 

て
い
る
の
か
さ
え
、
と
う
と
う
わ
か

ら
ぬ
ま
ま
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
一

度
来
て
も
ら
い
た
か

っ
た
。

が

ん

ニ

で
も
、
そ
れ
が
頑
固
な
父
に
は
、
今

ま
で
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

は

は

お

6

母
に
だ
け
は
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

け
崎一

ニ

ん

ほ

ん

と

う

「
こ
の
人
と
結
婚
し
て
本
当
に
よ

た

ど

っ

よ

い

し

か
っ
た
。
」
と
、
正
し
い
強
い
意
志
を

じ

ナ

九

ほ

ニ

お

る

ま
げ
な
か

っ
た
自
分
を
誇
り
に
思

っ

て
い
ま
す
。

&
人
ぱ
hv

〈

ろ

う

今
沼
町
川
、
私
よ
り
も
何
倍
も
苦
労

し、

一
番
た
ま
ら
な
か

っ
た
の
は
、

夫
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
口

川
》
ル
』
一
-
ル
』

に
出
し
て
は

一
言
も
言
い
ま
せ
ん
で

い
た

し
た
が
、
そ
れ
が
私
に
は
痛
い
ほ
ど

わ
か
り
ま
し
た
。ど

い

に

じ

ん

ゼ

い

あ

ゆ

こ
れ
か
ら
、
第
二
の
人
生
を
歩
む

わ
カ

だ

い

じ

も
ん

渚
い
人
た
ち
の
結
婚
は
、
大
事
な
問

題
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

た
L
し
ょ
う
ち
〈

ま
た
、
対
象
地
区
の
人
た
ち
も
、

結
婚
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

A
7
な

お
念

お
あ
り
が
ち
な
こ
と
で
す
が
、
同
じ

も
の

ど

う

し

対
象
地
区
の
者
同
士
で
な
い
と
、
と

か
へ
が

い
う
よ
う
な
考
え
だ
け
に
、
と
ら
わ

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ど
う
一
わ
舎
A

う

い

〈

包

か

b

こ
の
こ
と
は
、
同
和
教
育
が
、
力

づ
よ

す

す

み

&

強
く
進
め
ら
れ
て
い
る
今
、
皆
の
力

か
い
け
つ

で
、
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

と
き

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
が
か
な
ら
ず
く

し
ん

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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企砂平野地区の大洲農業高等学校生徒n、地区内I~伝わ3里獅子き

習い、 農業祭で発表し~レた。今年で11年自室迎あ3この発表のだ

め i之、 2年生の大谷信嘉君き16vめ5人の生徒n11月フ日 h'~う18日

までの毎晩、里地区め集会所で地区の人から特訓き受けまレた。

葉会n開h'れき長じ

た。残念Îðn~う紅

葉の色付き16今ひ

とつでレだ。

<411月12日(量的 aJ1tレh"う

大洲士也方に伝わつできた

遊び方についで大洲ユネ

スコ協会会長の天野糸枝

ざんげ、大洲幼稚園き訪

れ実技指導室行いまじだ。

11月13日同 男女共同参炉

お母さんlð木工iこ挑戦レ~

11月19日(金) ヲャパ〉ウ 惨

工スト日本探訪事業n開

催され、日本在住の外国

人の皆さんn臥龍山荘や

郡16怠16ん通1..1き観光レ

ました。

‘ 11月21日(日)第3回福祉と

健康づくり市民のつどい

n今年老総合体育館で開

催され 2，000人の参加者

でにぎわいぎレた。

〆 ¥
1 まちf予>~、

Jγ~ 

ズーム・7フッヲ
"-ー/

‘11月18日(ボ大
洲国際セミナーが

中央公民館で行わ

と(~うレ」宏子ー

マ1~2月歩で毎月

1回開催されます。
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安心して飲める水道に加入しましょう

水道水質の検査基準が

強化されました
平成5年12月より 、水道水の中に含まれる微量の化学物質に対する基準、

十
一
月
十
五
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

宮
本

高
見

目から85項目に強化され、水質の高度化を図ることになりました。

大洲市の水道は、いままですべての

現在、数多くの化学物質が生産され

理のされていない水は安全性において

問題があります。

保健所における最近の井戸水の検査では約30%が大腸菌などにより飲用に

適さないという結果がでています。

大洲市水道諜では、水道の普及を図るため計画的に施設の整備を行なって

いますが、水道が利用できる地区でまだ加入されていない人はすぐに加入し

ましょう。

加入の申し込みは、大洲市水道課 (公24-3ワ53)へおたずねくださ

成人式開始時刻変更のお知らせ

平成 6年の成人式の開始時刻が変更に

なりました。正しい時刻は次のとおりで

す。お詫びして訂正いたします。

0日時平成 6年 1月15日(土)

午後12時30分より
大洲市民会館大ホール

大洲市教育委員会

社会教育体育課

o場所

図書舘

新
刊
図
書
案
内

金
一
封
(
寄
付
金
)

田

口

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

高
山
西

新

桑

春

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
ム
耳
へ
)上

須
戒
池
田
サ
ツ
子

金
一
封
(
寄
付
金
を
市
内
福
祉
施
設

七

ヶ

所

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
交
通
遺
児
育
英
資
金
と
し

Li。

日
本
近
現
代
思
想
の
諸
相
鈴
木
正
著

B
級

読

書

機

械

久

間

十

義

著

自
分
の
た
め
の
生
き
が
い新

渡
部
稲
造
著

マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
A
-
ブ
ロ

y
ク
著

党

字

事

典

中

村

瑞

隆

他

著

孫

子

を

読

む

浅

野

裕

一

著

物
語
日
本
の
歴
史
1

笠
原
一
男
編

日
本
・
世
界
大
事
件
史

国
会
資
料
編
塞
歪
一
編

ロ
l
マ
人
の
物
語

I

塩
野
七
生
著

食

人

宴

席

鄭

，義
著

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
太
平
洋
戦
争
1
・
2

N
H
K
取
材
班
編

都
市
の
文
明
イ
ス
ラ

l
ム佐

藤
次
官
同
他
編

乱

世

人

間

学

童

門

冬

二

著

龍

馬

海

援

隊

夢

と

志

高

野

澄

著

冒

険

者

伝

説

日

本

テ

レ

ビ

編

日

本

の

論

点

弘

文

芸

春

秋

編

日

本

脱

出

の

す

す

め

郊

永

漢

著

巨
悪

V
S
言

論

立

花

隆

著

国

会

便

覧

日

本

経

済

新

聞

社

歴

史

の

鉄

則

渡

部

昇

一

著

禁

忌

の

領

域

猪

瀬

直

樹

著

民

法

の

本

荒

竹

純

一

著

必
ず
イ
エ
ス
と
言
わ
せ
る
交
渉
力

J

・
イ
リ
ッ
チ
著

全
国
学
校
総
覧
一
九
九
四
原
書
一
房

わ
が
子
が
か
わ
い
く
思
え
な
い

金
沢
佳
子
著

中
高
年
の
た
め
の

N
H
K
き
ょ
う
の
健

康
1
・
2
・
3
日
本
放
送
出
版
協
会
編

進
化
謎
の
大
予
言

I
・
ア
シ
モ
フ
著

大

衆

魚

の

ふ

し

ぎ

河

井

智

康

著

電
気
の
し
く
み
小
事
典
ウ
ォ
1

ク
編

F
I
の

科

学

情

垣

和

夫

著
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長
大
橋
へ
の
挑
戦

N
H
K
編

中

華

料

理

周

富

徳

著

コ
ド
モ
よ
り
親
が
大
事
伊
藤
比
呂
美
著

水

墨

画

の

巨

匠

一

雪

舟

講

談

社

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ス
キ
l
永
井
雄
一
著

魔
法
の
ま
じ
め
が
ね
逸
見
政
孝
著

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
英
語

大

内

博

著

日
常
英
会
話
辞
典
熟
語
一

0
0
0

伊
藤
典
子
著

伯

ろ

し

き

物

の

歌

李

寧

照

著

新

源

氏

物

語

田

辺

聖

子

著

井

上

靖

曽

根

博

義

編

江

戸

川

乱

歩

鈴

木

貞

美

編

世
界
の
文
学
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

H

E

・

ブ
ロ
ン
テ
(
嵐
が
丘
・
詩
)

信

玄

上

洛

童

門

冬

二

著

ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
手
紙
朝
間
義
隆
著

迷

子

の

天

使

た

ち

藤

本

義

一

著

閣

の

中

の

光

佐

木

隆

三

著

潮

流

伊

集

院

静

著

紅

嵐

高

橋

和

島

著

虹

の

刺

客

上

・

下

森

村

誠

一

著

女

帝

清

水

一

行

著

夢

の

ま

た

夢

一

津

本

陽

著

だ
ん
だ
ん
あ
な
た
が
遠
く
な
る

唯

川

恵

著

箱

庭

内

田

康

夫

著

自
由
上
海
支
援
戦
争
上
・
下大

石
英
司
著

夜
の
京
都
殺
人
迷
路
山
村
美
紗
著

終

り

の

美

学

森

謡

子

著

こ
こ
ろ
医
者
の
手
帳
な
だ
い
な
だ
著

矩

形

感

覚

富

岡

多

恵

子

著

朕

麟

の

志

陳

舜

臣

著

従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
の
戦
争

小
柳
次

一
・
石
川
保
昌
著

漢

詩

の

魅

力

石

川

忠

久

著
図

書

館



償
却
資
産
の
申
告
怯

一
月
二
十
日
ま
で
巴

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資
産
及

び
申
告
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。{

償
却
資
産
と
は
】

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産

を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築
物
、

機
械
、
装
置
、
船
舶
、
車
両
、
運
搬
具
、

工
具
、
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が
法

人
税
ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算
上

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

【
申
告
の
必
要
な
い
も
の
】

V
耐
周
年
数
が

一
年
未
満
の
も
の

V
取
得
価
額
が
二
十
万
円
(
平
成
元
年

三
月
三
十

一
日
以
前
の
取
得
に
つ
い

て
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の

(
た
だ
し
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

V
鉱
業
権
、
営
業
権
、
商
業
権
な
ど
の

無
形
減
価
償
却
資
産

V
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
車
両
な
ど

【
申
告
書
の
提
出
】

水道業者の

漏水当番

1月1日仕)

対
象
と
な
る
資
産
を
、
平
成
六
年

一

月

一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た

は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記

載
し
て
市
役
所
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
平
成
六
年
一
月

二
十
日
で
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

含
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
4
5
)

水
質
汚
濁
の
改
善
怯
家
庭
介
ら

大
洲
市
で
は
、
肱
川
水
系
の
水
質
汚

濁
の
改
善
を
図
る
た
め
、
各
家
庭
で
で

き
る
廃
油
を
利
用
し
た
粉
石
け
ん
製
造

機
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
活
廃

水
の
汚
濁
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
廃
油

を
利
用
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
石
け

ん
を
つ
く
り
、
住
み
良
い
環
境
を
守

っ

て
ゆ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
製
造
機
は
皆
さ
ん
に
貸
し
出
し

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
申
し
込
み
先
】

保
険
環
境
課
含
⑫
2
1
1
1
(
2
6
0
)

※
利
用
は
団
体
、
グ
ル
ー
プ
に
限
ら

せ
て
項
き
ま
す
。

1月2日(日)

1月3日(月)

1月4日伏)

h 
E± 
火公

了ほ
で
す

昨
年
二
月
、
奈
良
県
橿
原
市
に
あ
る

国
の
重
要
文
化
財
橿
原
神
宮
神
楽
殿
が

火
災
に
あ
い
、
ま
た
も
貴
重
な
文
化
遺

産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
大
洲
市
に
も

先
人
の
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
文
化
遺

産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
遺
産

を
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
で
灰
に
し
て
は

大
変
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
次
の
世
代

に
無
事
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
文
化
財
の

付
近
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
の
近
く
で

V
た
き
火
を
し
な
い

V
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

V
火
遊
び
を
し
な
い

・
さ
せ
な
い

消
防
水
利
付
近
で
の

駐
車
陪
や
め
ま
し
ょ
う
/-

H

火
事
を
消
す
の
に
必
要
な
も
の
H

と

い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
『
消
火
の
た

め
の
水
』
消
防
水
利
で
す
。
こ
の
消
防

水
利
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
性
能
の

1月8日ω

1月9日(日)

1月15自国

よ
い
消
防
車
で
も
何
の
役
に
も
た
ち
ま

せ
ん
。

こ
の
た
め
大
洲
市
で
は
、
各
地
区
に

消
火
栓
や
防
火
水
槽
を
設
置
し
、
消
防

が
定
期
的
に
巡
回
点
検
を
行
っ
て
万

一

の
火
災
に
備
え
て
い
ま
す
が
、
消
火
栓

な
ど
の
近
く
に
駐
車
し
て
い
る
車
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
『
も
し
、
こ
の
近
く

で
火
事
が
あ

っ
た
ら
j
i
-
-
』
と
思
う

と
心
配
に
な
り
ま
す
。
た

っ
た

一
人
の

心
な
い
行
為
で
消
火
活
動
が
遅
れ
大
火

災
に
な

っ
た
ら
大
変
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
車
を
駐

車
す
る
と
き
は
周
囲
を
よ
く
確
か
め
、

消
防
水
利
の
あ
る
場
所
に
は
車
を
止
め

な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
あ
る
と
こ

ろ
は
水
利
標
識
や
道
路
上
を
黄
色
で
塗

っ
て
い
ま
す
。

1月16日(日)

1月22日ω

1月23日(日)

内田電気水道設備

ft25-2858 

伊 予屋住設

合 24-2541

(有)オクダ設備

合 24-3674

岡福水 道 工 事 庖

ft24-3656 

神田 鉄工所

合 24-4122

大塚鉄工所

合 25-0300

城 戸電業社

ft25-2944 

神南 設 備

ft25-4684 

土居鉄工所側

ft24-4519 

久保鉄工所

ft26-0537 

(有)南 予 水 道 住 設

ft25-1350 

(有)アサノ設備

ft24-0783 

惰)星加水道設備

会 26-0020

佐 藤水道庖

含 24-4410

徳森設 備

ft25-4023 

浜住設 備

合 25-4645

(有)丸電工業

ft24-5351 

滝 田水 道庖

ft25-0901 

(有)三原設備

ft24-3783 

中 野管工事工業

ft24-3792 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

西田水道庖

合 26-0265

内田電気水道設備

ft25-2858 

淳 山水 道工事庖

ft24-2583 

二
十
歳
介
内
つ
ス
ヲ

l
ト

国

民

年

金

成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、
夢
や
希
望

を
持

っ
て
人
生
の
設
計
図
を
思
い
描
か

れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
。フ
ラ
ン
を
支
え
、

守

っ
て
い
る
も
の
・
:
:
:

そ
れ
が
、
「
二
十
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト

/
国
民
年
金
」
で
す
。

日
本
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年

金
制
度
は
、
老
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り

安
定
し
た
日
常
生
活
が
損
な
わ
れ
る
の

を
、
国
民
全
体
で
防
止
し
、
健
全
な
生
活

を
維
持
す
る
目
的
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
人
生
八
十
年
時
代
。
自
立
し

て
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
に
は
、
安
定

し
た
収
入
源
の
確
保
が
必
要
で
す
。
そ

の
時
に
な

っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に
二
十

歳
の
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
十
歳
か
ら
ス
タ
ー
ト
/
国
民
年
金
。

二
十
歳
に
な

っ
た
ら
す
ぐ
に
、
大
洲
市

役
所
市
民
課
で
加
入
手
続
き
を
し
ま
し

レ
ムF
P

「ノ。1月29日凶

l月30日(日)

15 



1月号|

相
談
ご
と
案
内

、ず

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

1
月
刊
日
冊
目
時

1
日
時

1
月
初
日
附

叩

時

1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】

(法
務
省
)

日
時

1
月
比
日
幽

叩
時

1
日
時
場

場
所
上
須
戒
連
絡
所

日
時

1
月
初
日
附
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月

・
水
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
隈

B

O
法

律

相

談

第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
念
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

主
寸
司

O
土
寸

t
j
2
土
寸
、

3
主
寸
l
J
6
土
寸

n
U
HH

τ

i

n
n

-
よ
日
"
1
4
n
HM

1
4
HM

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

{家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

Irt:-

1月2日

大洲中央病院(東大洲)

休日急患診療

ft24-2346 

ft24-4551 

村上医院 (常磐町)

久保医院(新谷)

仕)

1月1日

保健センターだより

.乳幼児健康診断4・
実施日

1月 5日(水) 平成 5年 8月生※

1月11日伏) 平成 5年 5月生※

1月13日(木) 平成 4年6月生

1月18日伏) 平成 5年 2月生※

1月25日伏) 平成 2年12月生

※は肱南・久米・肱北・喜多・

平地区のみ

受付時間 1 3時~13時30分

実施場所大洲保健センター

持参品母子健康手帳

1月11日は育児相談だけで

ft24-3775 

{行
政
絹
談
】

(総
務
庁
)

日
時

1
月
初
日
附

9
時

i
u
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
会
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
念
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
}

日
時

1
月
5
日
側
、
加
日
制

O
土
寸

1
6主
寸

t
E
A
n
H
H

司

EA
"MM

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

含

⑪

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

ft25-0158 

大洲中央病院(東大洲)

(日)

ft24-4551 

肱川医院 (菅田)1月3日

ft25-2915 伺)

市立大洲病院(鉄砲町)

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

ft24-2151 

1月9日

(日)

-
月
日
日

ω
9時
l
M
時

宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
鮒
フ
ヂ
エ
ダ

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(ω
h
p
u
pぱ

場f 日
所時

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

1
月
6
日
附

場

所

時

間

西
田
興
産

9
時
初
八
刀

l
u
時

市
立
大
洲
病
院
日
時

l
M
時

大洲中央病院(東大洲)

阿部クリニ ック(片原町)

ft24-4375 

大洲中央病院(東大洲)

ft27-0002 

ft24-4551 

ft24-4551 

町野医院(森山)1月15日

ω 

1月16日

(日)

大洲中央病院(東大洲)
す0

.健康相談.

日時 1月12日(7]¥)

9時30分~12時、 1 3時~15時

場 所 市 役 所2階会議室

日時 1月27日(木)

13時~ 15時(栄養相談あり)

大洲市保健センタ ー場所

1
月
刊
∞
日
幽

フ
ジ
大
洲
底

9
時
泊
分

l
u
時

大
洲
ホ

l
ム

日
時
l
M
時

，

歯

事ヰ

相

圭e企

E災

実
施
日

1
月
四
日
制

ミ

セ
ス
歯
科
相
談

1
月
初
日
制

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

含
⑫
3
1
6
5

ft24-4551 

東大洲城戸眼科(東大洲)

ft24-4551 

大川|中央病院(東大洲)

ft24-1010 

1月23日

(日)

安達医院(中町)1月30日

ft24-2535 (日)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

16 

11月末までの

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件数 236 221 

負傷者 311 294 

死者 6 4 

お
お
ず
赤
煉
亙
館
ご
案
内

V
川
四
年
カ
レ
ン
ダ
ー
展

1
月
6
日
附
1
1
月
初
日
附

V
歌
舞
伎

・
水
辺
の
鳥
切
手
展

1
月
辺
日
出
1
1
月
白
日
間

{
後
記
}

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
で
は
じ
め
て
お
め
に
か
か
り

ま
す
。
私
、
昨
年
六
月
号
よ
り
広
報
お

お
ず
を
担
当
し
ま
し
た
(い
)で
す
。カ

メ

ラ
を
持
っ
て
市
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
歩

い
て
み
る
と
、
大
洲
は
本
当
に
い
い
所

だ
な
と
実
感
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
少
し

だ
け
早
起
き
を
し
て
高
山
か
ら
の
日
の

出
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
午
前
七

時
、
乳
白
色
の
雲
海
の
む
こ
う
に
日
本

一
の
朝
日
が
登
る
/

(
い
)

39，395人 (+31)

20，639人 (+13)

13，449世帯(+17)

240.99平方キロメ トル

平成 5年11月30日現在

18，756人 (+18)

市民のうとき

帯

積

口

男

女

世

函

人
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